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「
癒
し
の
歴
史
人
類
学
ハ
ー
ブ
と
水
の
シ
ン
ボ
リ
ズ
ム
へ
」

本
書
は
、
『
出
産
の
歴
史
人
類
学
産
婆
世
界
の
解
体
か
ら
自
然
出

産
運
動
へ
」
二
九
九
七
年
、
新
曜
社
）
に
よ
っ
て
、
出
産
の
近
代
化
過

程
と
そ
れ
へ
の
対
抗
文
化
と
し
て
の
代
替
医
療
を
主
体
と
す
る
自
然
出

産
の
歴
史
を
論
じ
た
著
者
に
よ
る
「
癒
し
」
の
文
化
の
歴
史
人
類
学
的

考
察
で
あ
る
・
前
著
が
著
者
の
博
士
学
位
論
文
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、

歴
史
的
経
過
と
そ
の
構
造
的
把
握
、
お
よ
び
そ
れ
を
支
え
る
理
論
的
展

開
が
前
面
に
出
て
い
た
こ
と
に
比
し
て
、
本
書
は
、
同
じ
く
学
術
研
究

害
と
し
て
の
論
理
性
や
歴
史
的
展
開
は
十
分
意
図
さ
れ
つ
つ
も
、
そ
れ

ら
を
意
識
的
に
表
出
す
る
よ
り
は
よ
り
基
層
化
し
、
む
し
ろ
現
在
に
お

い
て
諸
方
面
か
ら
関
心
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
「
癒
し
」
を
テ
ー
マ
化
し

た
点
で
特
徴
的
で
あ
る
。

本
書
は
、
「
序
章
」
「
終
章
」
の
他
に
六
章
よ
り
構
成
さ
れ
て
い
る
。

「
序
章
」
で
は
、
「
癒
し
」
と
い
う
概
念
に
現
代
社
会
が
多
大
な
関
心
を

寄
せ
て
い
る
現
象
を
素
描
し
、
そ
こ
に
著
者
の
一
貫
し
た
テ
ー
マ
と
も

い
う
べ
き
近
代
の
科
学
的
医
学
と
そ
の
対
抗
文
化
と
し
て
の
代
替
医
療

あ
る
い
は
自
然
医
療
の
系
譜
の
相
互
関
係
を
書
き
込
ん
で
い
く
。
そ
し

て
、
そ
こ
か
ら
全
体
の
研
究
構
成
を
示
し
て
い
く
が
、
そ
こ
で
著
者
は

自
ら
の
方
法
論
を
フ
ー
コ
ー
、
Ｍ
と
の
近
似
性
の
中
で
と
ら
え
て
い
る
。
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第
一
章
「
癒
し
の
語
源
学
」
、
第
二
章
「
養
生
の
系
譜
学
」
は
「
癒
し
」

の
語
源
の
多
様
性
と
そ
の
中
で
の
中
心
概
念
と
も
い
う
べ
き
「
養
生
」

の
概
念
が
持
つ
含
意
を
検
討
し
て
い
く
。
第
一
章
で
の
方
法
論
は
辞
書

的
な
検
討
で
あ
り
、
第
二
章
で
の
検
討
史
料
も
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
や
ガ
レ

ノ
ス
、
サ
レ
ル
ノ
養
生
訓
、
荘
子
と
こ
の
領
域
で
は
よ
く
知
ら
れ
た
も

の
で
あ
り
発
見
的
考
察
と
い
う
よ
り
は
確
認
的
考
察
に
近
い
。
結
論
的

に
も
フ
ー
コ
ー
の
『
性
の
歴
史
』
と
さ
ほ
ど
隔
た
っ
て
い
な
い
。
「
養
生

と
は
、
人
間
の
文
化
そ
の
も
の
を
指
し
示
す
」
と
い
う
見
解
は
首
肯
さ

れ
る
も
の
で
あ
る
が
フ
ー
コ
ー
的
な
典
型
で
あ
る
。

第
三
章
「
人
を
知
り
運
命
を
占
う
」
、
第
四
章
「
ペ
ル
ソ
ナ
と
し
て
の

骨
相
と
人
相
」
は
、
分
量
的
に
も
前
二
章
の
比
で
は
な
く
、
史
料
の
博

捜
度
も
記
述
の
精
密
度
も
格
段
の
深
化
を
示
す
。
「
第
三
章
」
で
は
十
七

世
紀
か
ら
十
九
世
紀
に
か
け
て
多
く
の
著
者
を
獲
得
し
た
「
ア
リ
ス
ト

テ
レ
ス
の
マ
ス
タ
ー
ピ
ー
ス
』
を
基
本
資
料
と
し
な
が
ら
、
民
間
医
学

の
中
に
人
間
理
解
の
手
段
と
し
て
の
観
相
術
、
手
相
術
、
夢
判
断
な
ど

が
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。
そ
れ
は
、
人
間
の
表
層

を
観
察
す
る
こ
と
に
よ
り
人
間
の
内
奥
と
し
て
の
魂
に
触
れ
る
技
か
ら

「
疑
似
」
科
学
と
し
て
の
骨
相
学
や
人
相
学
へ
と
展
開
し
て
い
く
こ
と
を

示
し
て
い
く
。
そ
し
て
こ
の
過
程
で
著
者
の
原
基
的
テ
ー
マ
で
あ
る
ハ

イ
ド
ロ
パ
シ
ー
と
ハ
ー
バ
ル
メ
デ
ィ
シ
ン
ヘ
の
導
入
が
な
さ
れ
る
。

第
五
章
「
癒
し
の
磁
場
」
、
第
六
章
「
植
物
の
癒
し
」
は
、
ア
メ
リ
カ

合
衆
国
で
十
九
世
紀
前
半
か
ら
起
こ
っ
た
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
・
ヘ
ル
ス
・
ム

ー
ブ
メ
ン
ト
を
縦
糸
と
し
な
が
ら
、
水
治
療
法
（
ハ
イ
ド
ロ
パ
シ
ー
）

と
ト
ム
ソ
ニ
ア
ニ
ズ
ム
（
植
物
治
療
法
）
を
代
表
と
す
る
、
こ
ん
に
ち
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「
代
替
医
療
」
「
補
完
療
法
」
と
称
さ
れ
る
治
療
法
の
歴
史
的
展
開
を
記

述
し
、
ま
さ
に
副
題
に
い
う
水
と
ハ
ー
ブ
の
シ
ン
ボ
リ
ズ
ム
を
織
り
込

ん
で
い
く
。
こ
こ
は
ま
さ
に
著
者
の
独
壇
場
で
あ
る
。
特
に
第
六
章
で

は
薬
学
者
で
も
あ
る
著
者
の
自
然
薬
物
へ
の
博
識
が
披
瀝
さ
れ
、
メ
ッ

セ
ゲ
の
植
物
療
法
や
ハ
ー
ネ
マ
ン
の
ホ
メ
オ
パ
シ
ー
な
ど
の
理
解
に
大

い
に
学
ば
さ
れ
る
も
の
が
あ
っ
た
。

「
終
章
〈
癒
し
〉
の
プ
ロ
ブ
レ
マ
テ
ィ
ー
ク
」
で
は
生
殖
医
療
技
術

の
現
代
的
動
向
に
触
れ
な
が
ら
、
本
書
で
取
り
上
げ
た
世
界
が
指
向
す

る
「
魂
へ
の
配
慮
」
と
し
て
の
養
生
の
あ
り
方
と
自
然
性
と
霊
性
の
再

獲
得
を
論
じ
て
い
る
。
代
替
医
療
の
現
代
的
評
価
が
著
し
い
現
代
に
お

い
て
、
養
生
の
意
義
と
そ
の
展
開
の
多
様
性
を
示
し
た
本
書
の
あ
り
方

に
わ
が
意
を
得
た
と
思
う
の
は
評
者
だ
け
で
は
あ
る
ま
い
。（

瀧
澤
利
行
）

小
高
健
編

『
長
與
又
郎
日
記
近
代
化
を
推
進
し
た
医
学
者
の
記
録
」

本
書
は
、
近
代
日
本
の
医
療
行
政
・
衛
生
行
政
の
基
礎
を
築
い
た
長

與
專
齋
の
三
男
で
、
東
京
帝
国
大
学
総
長
を
つ
と
め
た
長
與
又
郎
の
日

記
と
そ
の
解
説
か
ら
な
る
著
作
で
あ
る
。
編
者
の
小
高
健
氏
は
長
與

〔
世
界
思
想
社
、
京
都
市
左
京
区
岩
倉
南
桑
原
町
五
六
、
電
話
○
七
五
Ｉ

七
二
一
’
六
五
○
六
、
平
成
十
四
年
三
月
三
十
日
、
四
六
判
、
二
九
八

頁
、
一
九
○
○
円
〕

又
郎
も
深
く
関
与
し
た
伝
染
病
研
究
所
の
後
身
で
あ
る
東
京
大
学
医
科

学
研
究
所
の
教
授
を
つ
と
め
た
。
す
で
に
著
者
は
「
傳
染
病
研
究
所
』

（
学
会
出
版
セ
ン
タ
ー
刊
）
に
よ
っ
て
こ
の
間
の
事
情
を
著
し
て
い
る
。

長
與
又
郎
に
つ
い
て
は
す
で
に
戦
前
の
昭
和
十
九
年
に
『
長
與
又
郎

傳
」
（
長
與
博
士
記
念
会
）
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
が
、
本
書
は
長
與
自
身

の
膨
大
な
日
記
を
も
と
に
、
編
者
に
よ
る
詳
細
な
註
と
解
説
が
章
ご
と

に
付
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
も
っ
て
し
て
も
、
本
書
が
長
與
又
郎
に
つ

い
て
知
る
た
め
の
第
一
級
の
原
史
料
で
あ
る
と
同
時
に
研
究
書
で
あ
る

こ
と
は
言
を
ま
た
な
い
。

本
書
は
上
下
二
巻
よ
り
な
り
、
上
巻
六
六
○
頁
、
下
巻
六
六
四
頁
の

計
千
三
百
二
十
四
頁
の
分
量
で
あ
る
。
通
読
だ
け
で
も
相
当
の
時
日
を

要
す
る
と
思
わ
れ
た
。
し
か
し
、
評
者
は
上
下
二
巻
を
ほ
ぼ
二
日
で
読

了
し
た
。
も
ち
ろ
ん
ゞ
一
日
の
ほ
と
ん
ど
を
費
や
し
て
で
は
あ
っ
た
が
。

こ
れ
は
評
者
の
読
書
力
を
誇
る
の
で
は
決
し
て
な
い
。
そ
れ
ほ
ど
に
面

白
く
ま
た
感
慨
深
く
読
め
た
の
で
あ
る
。

同
書
の
上
巻
は
長
與
の
出
生
、
幼
少
時
、
東
京
帝
国
大
学
医
科
大
学

の
修
学
時
代
、
助
手
、
講
師
、
助
教
授
、
そ
し
て
三
十
三
歳
の
若
さ
で

病
理
学
教
室
の
教
授
と
な
る
ま
で
、
そ
し
て
伝
染
病
研
究
所
の
兼
務
時

代
、
蒄
虫
病
の
実
地
調
査
、
伝
染
病
研
究
所
所
長
時
代
、
医
学
部
長
時

代
、
癌
研
究
会
会
頭
、
帝
大
野
球
部
長
、
国
立
公
衆
衛
生
院
の
設
立
な

ど
二
十
二
の
章
よ
り
な
っ
て
い
る
。
主
と
し
て
長
與
の
東
京
帝
国
大
学

総
長
就
任
以
前
の
こ
と
を
中
心
に
書
か
れ
て
い
る
。

下
巻
は
昭
和
九
年
十
二
月
に
東
京
帝
国
大
学
総
長
に
就
任
し
て
以

来
、
昭
和
十
六
年
八
月
に
逝
去
す
る
ま
で
の
間
を
二
十
の
章
で
構
成
し


